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２０１２年３月期の戦略と今後の方向性について 

 

 

◆ これまでの中期戦略とその成果 

当社は、携帯電話端末市場に変化が起こることを予想し、携帯電話端末の出荷台数のみ

に左右されない事業モデルを構築すべく、直近４年間取り組みを継続してまいりました。 
中期的な取り組みといたしましては、 
① グラフィックス関連製品の拡充およびデジタル家電機器等の非携帯分野への進出 
② サービス側への発展 

 を主軸として、研究開発、製品リリースおよび営業活動を展開してまいりました。 

 

 その結果、 

①については、主力製品である「マスコットカプセル(MascotCapsule®)」の機能拡張製

品や、Android に対応した製品等、携帯端末向けのグラフィックス関連製品を充実させると

ともに、「マスコットカプセ UI フレームワーク(MascotCapsule®UI Framework)」を活用し

た、デジタル家電機器分野への事業拡大を推進し、受託開発及びライセンス収入が本格化

してまいりました。 

 

デジタル家電機器等の非携帯分野については、車載器（カーオーディオ）向けや、業務

用カラオケおよびその情報端末等からのライセンス収入が本格化してきております。 

非携帯分野からのライセンス収入は、2011 年 3 月期においては 181 百万円と 2010 年 3 月

期と比較して約 13.6 倍となり、また付随する受託開発も含めた売上高は 374 百万円と、当

社ミドルウェア事業の売上高の約 26％を占めるところまで大きく成長いたしております。 



 
 

②につきましても、「マスコットカプセル」の技術を活用した 3Ｄアバターシステム提供

や、自社サービス「i マチウケ 3D きゃらり★」などのアバター関連事業や、通信キャリア

からのサービス開発・運用を受託する等、ミドルウエア事業で培ったノウハウをサービス

領域で活用する新たな事業の柱が出来てまいりました。 
 
このような事業の積極展開により、2011 年 3 月期のアプリケーション事業の売上高は、

2009 年 3 月期と比較して約 2 倍となるとともに、通期での営業黒字へと転換するなど、大

きな成果を挙げることができました。 

 

※業績の詳細につきましては、本日付「2011 年 3 月期通期（連結・個別）業績予想の修正

に関するお知らせ」をご覧下さい。 

 

◆ モバイル端末市場の今後の見通しについて 

モバイル端末市場においては、スマートフォンの出荷台数並びに市場シェアが拡大して

おります。2009 年から急速に出荷台数が増加し、それが本格化した 2010 年には全世界で

約 2 億 5 千万台が出荷され、スマートフォン比率が約 20％となっております。 
今後もスマートフォンの急速な拡大が続く一方で、フィーチャーフォン（従来型の多機

能携帯電話端末）の出荷台数は減少し、2014 年には逆転することが見込まれております。 
 

   フィーチャーフォン/スマートフォン市場規模推移（出所：富士キメラ総研） 
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また、スマートフォンに搭載されるＯＳについては、2010 年までは Symbian がシェア・

トップの座を占めていましたが、2011 年には Android が市場シェアを急拡大してトップと

なり、2015 年には市場の 40%超を占めることが見込まれております。 
 

   ＯＳ別スマートフォン市場規模推移（出所：富士キメラ総研） 
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このように、今後のモバイル端末の中心がスマートフォンへと移行していき、中でも

Android が搭載ＯＳではトップ・シェアとなる見込みであるなど、市場全体が急速に変化し

ている中、フィーチャーフォン向け 3Ｄ描画エンジンでは事実上の業界標準製品を出荷して

いた当社としても、市場の変化に対応した更なる製品開発と、ビジネス展開を行うことが

必要不可欠であると考えております。 
 
前述のように、当社は市場の変化に対応した中期的な取り組みを行い、2011 年 3 月期に

おいては、その成果が業績となって表れてまいりました。 
しかしながら、モバイル端末市場の急速な変化は加速度的に進んでおり、当社といたし

ましては、2012 年 3 月期よりそれに対応した新たな戦略と研究開発、製品開発を進めてま

いりたいと考えております。 

 

 

 



 
◆ 今後の戦略と方向性について 

これまでの取り組みにより、非携帯分野からの売上拡大や、アプリケーション事業の売上

高の大幅増・営業黒字化など大きな成果は挙がっているものの、未だ携帯電話分野の収益

減をカバーするには至っておりません。 

 また、スマートフォンの台頭など市場の変化が急速に進む中では、それに対応した当社

ならではの製品・ソリューションの開発も急務と考えております。 

 

 当社といたしましては、非携帯分野のデバイスへのライセンス提供と、サービス領域へ

の技術提供による収益の拡大余地は大いにあると考え、これを更に引き上げるべく 2012 年

3 月期以降、以下の分野での技術開発・製品開発・営業活動の強化を行うため、経営資源の

投入と先行投資を行ってまいります。 

 

 

○ Android 向け製品・ソリューション開発 

 Android については、モバイル端末だけでなく家電などでも広く採用され、今度もシェア

を伸ばして行くことが予想されます。しかし、各デバイスのアプリケーション開発やＵＩ

開発を行うにあたり、機種毎の画面サイズの違いや、3D グラフィックスを活用する場合の

動作速度問題、開発の難易度の高さ（開発期間・工程の増加）が問題となっております。 
 
当社は、現在もこうした問題に対応する製品・ソリューションを提供しており、Android

開発環境下での動作速度の向上や開発期間とコストの低減において、顧客から高い評価を

受けておりますが、今後も更なる製品開発を進め、この分野の製品力の向上と営業活動の

強化に注力してまいります。 
 

 

○ ＷｅｂＧＬ（ＨＴＭＬ5）への対応 

今後、ブラウザが HTML5 へと移行して行きます。WebGL という 3D グラフィックスの

国際標準に対応するブラウザが増えて行き、プラグインのダウンロードをせずにブラウザ

上で 3D グラフィックスが描画されるようになっていきます。 
当社の 3D グラフィックス製品を Web3D 対応させ、コンテンツ事業者とサービス事業者

に提供していく考えです。 
 

また、ブラウザベースのソリューションが、携帯電話以外の家電製品でも増えて行くと

予想される中、韓国のブラウザ開発会社である OBIGO 社と提携し、日本国内への OBIGO
製品の展開を行うと共に、ブラウザベースの 3D を活用したソリューションの展開を目指し

てまいります。 

 



 
○ サービス領域への技術提供 

株式会社ディー・エヌ・エーとの協業により、次世代ソーシャルアプリ開発環境の構築

や、次世代アバター環境の構築など、スマートフォン上のサービスプラットフォームに対

する技術開発・提供を行ってまいります。また、合わせてコンテンツ提供についても行っ

ていく計画です。 
 
※上記の戦略・技術開発・営業強化を行うにあたり、経営資源の投入と先行投資を 2012 年

3 月期より行ってまいります。 
 それに伴い、2012 年 3 月期においては、投資額が収益を圧迫することを予想しておりま

すが、今後の当社の成長に向けた先行投資と考えております。 
 業績予想の詳細につきましては、明日発表予定の「2011 年 3 月期 決算短信」をご覧下

さい。 
 

 

 

以 上 

 

【本件に関するお問い合わせ先】 

株式会社エイチアイ IR 担当 

E-mail：ir@hicorp.co.jp  

Tel:03-3710-2985 
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